　　　　　　　　北病棟チームカンファレンス記録

	院長
	課長
	主任

	
	
	


平成１７年　８月　22日　（月）

　　　司会　市島　正江　　　記録　熊野　真希子

	藤原香
	佐々木
	市　島
	鳥谷部
	高橋則
	高森
	岩　藤
	村越
	大　坂
	太　田

	公休
	準夜
	○
	○
	公休
	　深夜
	年休
	○
	○
	○

	白　山
	スバベイ
	田　島
	池　田
	木　村
	山　田
	小舘
	熊　野
	赤坂真
	川守田

	準夜
	欠勤
	公休
	○
	公休
	遅番
	床屋
	○
	深夜
	公休

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・本日、当直医は院長先生ですが、夕方より外出予定となっておられます。通常の指

　示受けに関しては、電話での連絡にて院長が対応するとの事でしたが、緊急出勤を

　要するものに関しては22：00位までは、川端先生に対応して頂く様にとの事です。

・薬局より青南病院オンライン医薬品集が作成されました。有効活用していきましょ

　う。

· 本日、メンタルケア３階会議室で17：30～中級試験があります。

· 佐々木　淳様～下痢しやすい方なのでエンシュアリキットは冷やさないで下さい。

　　　

＜ＯＴ報告・ミーティング＞

・横山耕生様～現在パソコンの作業をされており、作業中伏せておられた為声掛けすると、退院に関する不安について話されています。先週の問診時に秋頃退院予定だ、と話され不安を抱くようになったと訴えられています。その不安の原因に、①お母様が看護師で夜勤の為、家に居ない。その為退院させてもらえないのでは？②他患者様より「自分も４、５回退院の話が出たが全て駄目になった。」と聞かされた。③退院後、自宅のある三沢から八戸まで一人で通院できるか？と、あげられています。本人には、退院は今の状態が安定している事を示している、現在は退院までの準備期間である事を伝えています。

　　　　　　　スタッフ側からの声掛けに対し、「周りの大勢の人から自分の事を言われている。」と話されています。気にせず気分転換をはかる事をすすめ、幻聴に左右されないよう、お母様とも相談しつつ退院の準備をすすめていきましょうと伝えています。

・大上なみ様～先週の作業中、目つきの鋭さが目立っていましたが、作業には特に支障はありません。本日は関係妄想も特に無く、また妄想に左右された行動があった時は現実を認めて頂く様促していきたいと思います。

・山火るい子様～以前は色塗りを行っていましたが、現在、指示無しに自ら白い紙に沢山の『1と7』の数字を書いておられます。誰から指示されたか問うと、「分からない。書き出したらこの数字になった。」と、話されております。現実的作業を促していきたいと思います。美術クラブでは、夏をテーマに絵を書いて頂いています。自ら書き出す事はないものの、スタッフ側から具体的な題材を提供すると、きちんと描けていました。

・吉田富秋様～現在、色塗りを行っております。塗り残しが多い為、指摘すると「あ

　　　　　　　ぁ、そうか。」と気付かれるも、自らは気付かれていない様子。作業に

　　　　　　　対し、意欲は見られますが、仕事をする以前にやり残しを無くすよう　

　　　　　　　に働きかけていくつもりです。

・佐々木善孝様～共同作業は出来ていますが、個別作業の読書・軽作業の１セットが

　　　　　　　　出来ていません。本人、「やっている。」と話されますが、気付くと

　　　　　　　　出来ていないことが多く、テーブルに伏せられています。今後、強

　　　　　　　　く注意していく必要があります。

＜注目患者様ケ－ス検討＞

・滝田英人様～就寝時間が遅く、朝も起きられない事が目立ってきています。作業や

　　　　　　　リハビリプログラム、朝食時等、居眠り頻繁に見られますが、眠気強

　　　　　　　く、本人の機嫌も悪い為、無理には起こせない状況にあります。本人

　　　　　　　「薬のせいだ。起きる気はあるけど、起きれない。」と話されています。

　　　　　　　日中帯、運動等で適度な疲労感を加え、夜間帯に十分な睡眠をとって頂きたいが、それ以前に眠気が強くできていません。本人に夜中まで起きている理由を聞き、日中の眠気はどこからきているのか、日課の遅れについてどう考えているのか、眠剤内服時間についての話し合いをしていきたいと思います。

・横山耕生様～昨日、朝食の時間になっても起きられず、声掛にて起きて頂いていま

　　　　　　　す。原因について聞くと、「前の日昼寝したから。体は何とも無いけど

　　　　　　　こっち（精神面）が・・・。」と話されています。退院に関する不安を　　

　　　　　　　夜間帯にスタッフへ話されています。本人、どうして退院するのかき　

　　　　　　　ちんと理解できていないので、改めてお母様と話し合いをしてみては　　　

　　　　　　　どうか、と検討しています。　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　


































